
学校番号 1011 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「古典Ａ」 （三省堂） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ 

・読んで楽しめる説話を一緒に学んでいきましょう。 

・古典の世界への興味・関心を広げましょう。 

・頻出の単語や有名な文学史は覚えましょう。 

・作者や編者の考えを読み取りましょう。 

・課題やノートは期限を守って必ず提出しましょう。 

・定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・文の調子を味わいながら音読、朗読をする。 

・古典に表れた思想や感情を読み取り、人間、社会、自然について考察する。 

・古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解したりする。 

・古典に関連する文章を読むことによって、我が国の伝統と文化に対する理解を深め、生涯にわ

たって古典に親しむ態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む楽しさを味わ

い、古典に親しむととも

に、我が国の伝統と文化

に対する関心を深めよう

としている。 

まとまりのある古典を読み、古

典に表れた思想や感情を捉え、

自分の考えを深め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴などの理解を深め、知識

を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

発言の確認 

行動の確認 

 

行動の観察 

記述の点検 

定期考査 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 
 

 

１
学
期 

発
心
集
（ｲﾝﾄﾛﾀﾞ

ｸｼｮﾝ

） 

【古文】 

教材： 

恵心僧都の母 

 

 

 

○ ○ ○ 

a:本文に描かれた人々のものの見方や考え方

に関心を持つ。 

b:歴史的仮名遣いに注意しながら、本文を音

読できる。 

c:主要な古文特有の単語の文脈中での意味を

おおまかに把握できる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

宇
治
拾
遺
物
語
集 

【古文】 

教材： 

百鬼夜行 
○ ○ ○ 

a:説話の面白さがどこにあるかを考えようと

している。 

b:本文を登場人物の感情を押さえながら音読

することができる。 

c:係り結びの原則や「あさまし」の内容を理

解することができる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

呪いを知らせた犬 
○ ○ ○ 

a:晴明をめぐる事件の推移の描かれ方に関心

を持つ。 

b:本文の音読によって、物語の展開や人物の

躍動感を生き生きと伝えることができる。 

c:晴明をめぐる事件の展開を、時系列にそっ

て理解できる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

絵仏師の執心 

 

○ ○ ○ 

a:良秀の取った行動や発言について、自分の

考えを持とうとしている。 

b:良秀の人物としての特徴を読み取り、自分

なりの表現によって記述できる。 

c:基本的な用法を理解している。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

古
典
に
関
連
し
た
近
代
の

文
章
を
読
も
う 

 

【古文】 

教材： 

地獄変 ○ ○ ○ 

a:「絵仏師の執心」の学習をもとに、「地獄

変」を問題意識をもっている。 

b:「絵仏師の執心」と「地獄変」を比べて読

み、その違いと特徴を説明できる。 

c:「絵仏師の執心」のどのようなところを芥

川龍之介は取り上げようとしたのかを理解し

ている 

 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

２
学
期 

宇
治
拾
遺
物
語
集 

【古文】 

教材： 

後の千金 ○ ○ ○ 

a:日本文学に与えた中国古典の影響を理解し

ようとしている。 

b:話の展開のおもしろさが伝わるように工夫

して音読することができる。 

c:たとえ話での対応関係を理解している。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

応天門炎上 

 

 

○ ○ ○ 

a:登場人物に対する説話編者の描き方につい

て考えようとしている。 

b:本文の音読によって、事件の展開の面白さ

や場面の緊迫感を生き生きと伝えることがで

きる。 

c:話全体を４場面に分け、それぞれの内容を

理解している。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 



今
昔
物
語
集 

【古文】 

教材： 

絵師と大工 ○ ○ ○ 

a:日本文学に与えた中国古典の影響を理解し

ようとしている。 

b:話の展開のおもしろさが伝わるように工夫

して音読することができる。 

c:たとえ話での対応関係を理解している。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

玄象の琵琶 

○ ○ ○ 

a:登場人物に対する説話編者の描き方につい

て考えようとしている。 

b:本文の音読によって、事件の展開の面白さ

や場面の緊迫感を生き生きと伝えることがで

きる。 

c:博雅の性格や行動の特徴をとらえ、琵琶を

取り戻せた理由を理解し、まとめることがで

きる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

姨母捨山 
○ ○ ○ 

a:説話の中で果たしている教訓と物語の展開

との関係について考えようとしている。 

b:「男」の心情の変化が伝わるように工夫し

て音読することができる。 

c:話の展開に添って、「男」の心情の変化を

理解することができる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

 

十
訓
抄 

【古文】 

教材： 

笛吹き成方 
○ ○ ○ 

a:登場人物に対する編者の見方について考え

ようとしている。 

b:二人の登場人物の計略の応報を読み取るこ

とができる。 

c:省略された文の主を補い、動作主を明らか

にすることができる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

行成と実方 ○ ○ ○ 

a:自分が興味を持ったことがらについて、意

欲的に調べて発表しようとしている。 

b:二人の登場人物の性格や言動の特徴とその

後の運命について、読み取ることができる。 

c:編者の見解を理解することができる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

３
学
期 

古
今
著
聞
集 

【古文】 

教材： 

女盗賊 
○ ○ ○ 

a:説話に描かれた事件に対する編者の思いを

考えようとしている。 

b:事件が発覚した過程と盗賊の正体の意外性

を読み取り、まとめることができる。 

c:挿入句に注意して、現代語に直し、話の展

開が理解できる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

【古文】 

教材： 

相撲の勝負 
○ ○ ○ 

a:弘光の涙と出家の意味や鳥羽院の不快感の

理由を考えようとしている。 

b:二人の力士の様子や態度の描写を抜き出す

ことができる。 

c:古典の言葉と現代の言葉とのつながりにつ

いて理解できる。 

a:発言の確認  

b: 行動の観察

記述の点検 

c:記述の点検  

 定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 読む能力   c: 知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


